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＜今月のお祝い＞  

会員誕生日 山岸義弘君  
夫人誕生日 滝沢久美子様 繁田美香様 

結婚記念日 
関根靖郎君  豊田義継君  
新井  格君  荒井正武君 
石川嘉彦君   

＜１１月のプログラム＞ 

 当番 内 容 

 7 日 齋藤福 卓話 健康管理委員会 

14 日 関根 卓話 加藤玄静パストガバナー

21 日 関谷 卓話 地区 R財団講師予定 

28 日  29 日地区大会に振替 

 

≪ビジター・ゲスト≫ 

米山記念奨学生 スヘバートル･ジャウフラント様 
 

●●●会長の時間       友野政彦会長 

 昨日は入間市戦没者追悼式にて、献花をさせて

いただきました。今日の平和と繁栄は多大なる犠

牲の上にあるのだということを改めて胸に刻ん

でまいりました。私も家内もそれぞれ伯父を一人

海外で亡くしております。私の年代は生まれて以

来、その平和と安定の中で育ったのですが、原発

事故、領土･領海の問題、超高齢社会の到来等今

新たな不安材料もあります。 

 さて、1 日に安倍首相が来年 4 月に消費税を

８％に引き上げると記者会見で発表しました。現

在消費税を導入している国と地域は 148 ありま

す（今年 4 月時点の資料）。現在の消費税率 5％

は税率の高い方から数えると何番目くらいでし

ょうか。かなり下のほうではないかとの予想はつ

くと思いますが、台湾･カナダ･ナイジェリアと同

率で最下位です。8％にしても 140 位あたりです。

福祉先進国と云われる北欧のスウェーデンやデ

ンマークは 25％、その他の欧州先進国もイタリ

ア 21％、イギリス 20％、フランス 19.6％、ドイ

ツ 19％です。アジアにおいても中国 17％、イン

ド 12.5％、韓国 10％となっています。尚、アメ

リカは州によって異なります。お叱りを受けるか

もしれませんが、私はこの増税には大賛成です。

いやもっと早くに増税するべきだったのです。そ

うであれば国の借金が 1000 兆円に達することも

なかったでしょう。 

 少子高齢社会の最大の問題点は社会保障の維

持です。社会保障とは、具体的には医療･介護･

公的年金等ですが、保険料や年金を納める現役世

代が減少し、主として医療･介護を受け年金を受

給する高齢者が増加します。つまり収入が減って

支出が増えていきますのでこれを放置すれば財

政破綻します。無駄を省くこと、歳出の削減も必

要ですが、新たな財源の確保も社会保障の維持に

は不可欠です。そして新たな財源として最もふさ

わしいのが、消費税です。ただし低所得者救済の

ために、多くの欧州先進国では食料品等日常生活

に必要な物品や教育･文化に関連する物には軽減

税率を適用しているのも事実です。日本でも10％

になった時点で導入する予定です。 
 

●幹事報告         西山祐三幹事 

第 4回定例理事会報告 

 ＜協議事項＞ 

1.11 月、12 月のプログラムについて 

2.万燈まつりの予算について  

＜報告事項＞ 

①ロータリーレート １＄ 100 円 

②10/13 第 3 回来日学生ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 公開講座 

③11/3  入間航空祭 

④11/11 入間市民チャリティーゴルフ大会 

⑤11/13 クラブ合同懇親会 
 

●委員長報告  

雑誌委員会         水村雅啓委員長 

 ロータリーの友 10 月号の記事を紹介します。  

職業奉仕月間の特集と 2014 年 6 月のシドニー国

■会報委員長：関谷 永久  ■当番：齋藤 栄作 

■事務所：〒358-0023 入間市扇台 3-3-7 ハイツ斎竹 101 号

Tel.04-2964-1700 Fax.04-2965-5788    

Email：iruma－rc＠jupiter.plala.or.jp 

2013-14 年度 RＩテーマ

■ 2013-2014 ＲＩ会長：ロン Ｄ. バートン  
■ ＲＩ第 2570 地区ガバナー：中井 眞一郎 

■ 会長：友野 政彦 幹事：西山 祐三  

■ 例会日：木曜日 12：30～13：30   

■ 例会場：丸広百貨店入間店６Ｆバンケット・ホール 

     Tel.04-2963-1111 
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際大会の案内が巻頭記事です。ロータリーアット

ワークに、東京ＲＣが 1920 年 10 月に創立され、

2020 年に 100 周年になるという記事がありまし

た。東京ＲＣでは、100 周年に向け「被災地の赤

ちゃんとママのために」をキーワードに「東北す

くすくプロジェクト」事業を推進しています。  

その他、ロータリー情報が満載です。 

プログラム委員会       晝間和弘委員長 

11 月のプログラムは表記どおりです。尚、来

週の入間南ＲＣとの合同例会にはシンガーソン

グライターの「ＨＩＲＯＫＯ」さんをお招きして

います。奮ってのご参加お待ちしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青少年奉仕委員会       諸井克彦委員長 

 9/21 に青少年奉仕委員会セミナーに参加して
来ました。工藤アクト委員長のお話ですと、中々

簡単ではなく今日、回覧しております様に登録は

12 校、実際は 8 校となってしまい、本当のモラ

ルやマナーが必要な時代ですから、皆様のご協

力・ご支援を継続して下さいと仰っていました。 

 

＜出席報告＞         木下登出席委員長 

会員数 出席数 出席率 前回修正率

39 名 34 名 87.1％ 84.6％ 

事前欠席連絡 2 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■ 講 師 卓 話 ■■■ 
「私の夢と母国、留学生活について」 

米山記念奨学生 スヘバートル･ジャウフラント様 

日本語を勉強し始めたきっかけは、中学 2 年の時にたまたま母が持ってきた

雑誌に日本の事が書かれており、ひらがなやカタカナ等の初級の日本語も載っ

ていて文字が面白いので覚えてみようと独学で日本語を始めました。高校に入

って日本語教室にも通う様になり、2年後にモンゴル全国日本語コンテストに優

勝でき、日本での 2 週間滞在する交流プログラムに参加するチャンスを頂きま

した。そこで世界 24 か国の学生たちと交流を深め、異文化に触れあうことがで

きました。日本の観光地を巡り日本の文化と日本人学生との一日授業体験など 

があり私にとって、非常に興味深い 2週間でした。人と接する事で新しい自分を発見でき、そして何

より人との関わりの大切が分かりました。当時 2007 年はモンゴルにはコンビニさえなかった時代で

初めての日本は、産業や交通は勿論ですが何よりお客さんに対する気配りや丁寧なサービスに大変感

動させられました。そんな私は驚きと同時に心の中で素朴な疑問を抱きました。それは、日本はここ

まで進歩しているのになぜモンゴルはまだ発展途上のままなのかという疑問でした。そんなことを思

った私は日本で受けたおもてなしのサービスをモンゴルにも搬出できないだろうかと思い、日本の素

晴らしいサービスを身に付けるために留学しようと決意し、高校卒業後 18 歳の時に日本に来ました。

日本語学校に通いながら学校の合間にアルバイトをしながら一人暮らしを始めてその後、大阪のホ

スピタリティツーリズム専門学校に入学。ホテル、観光及びブライダル業界の基本知識を身に付け、

実際のホテル研修を通してサービス業全般を勉強しました。将来、ホスピタリティマインドで活躍で

きる人材を育成するためにモンゴルでサービス教育センターを作ろうと思っています。 

その為に、専門学校の技術や知識だけでは足りないと判断し大学に編入しました。マーケティング

や経営の勉強と心理学についても研究を進めています。サービスは何の目的で誰を対象にして行うも

のなのか。自分の為だけではなく世の中の全ての人の為、そして平和の為であると解りました。人と

接するうえで一番大事なのは“気持ち・ハート”ではないかと思います。そんな事で卒業論文のテー

マをあえて“個性はどう育つか？又、人間関係作り”について心理学的に研究し一人一人の個性を見

抜き、良い人材を生み出す事に役に立てたいと思っています。そして色々な職業をされているロータ

リアンの皆さんとも出会い、コミュニケーションから私の視野も広がったのではないかと思います。

ロータリアンの皆様、また米山の奨学生と接するたびに内気でした私が少しでも変わり、成長したか

のようにも感じています。時間は一瞬、出会いは一生なのでこれからも何事にも前向きで積極的に取

り組んでいきたいと思います。 

 モンゴルは南を中国、北をロシアと接する内陸国で食文化にはロシアと中国の影響が大きく、ロシ

アのピロシキとボルシチと中国の小龍包と肉マンを日常はよく食べています。伝統的には白い食べ物

（乳製品）が有名で、特に馬乳酒が美味しいです。面積は日本の４倍、人口はおよそ２８０万人で京

都府の人口並みです。首都ウランバートルにはその半分近くが住んでいます。天候は不安定で、雨が

少なく一年中乾燥しているため遊牧民族は牧畜をやめ、都会に仕事を求めて移住してきます。私はモ

ンゴルの第２の都市ダルハン県に育ちました。冬はとても寒くマイナス 40 度近くなる年もあります。

モンゴルの通貨はトゥグロゥグで１円当たりは１５トゥグロゥグ位で、物価は日本とさほど変わりま

せんが、給料は比較的に安く貧困が問題となっています。一方、近年では天然資源を目的に外国から

の投資が活発化し少し成長をみせていますが、まだまだこれからだと思います。国の将来は、私達若

者の手の平にありますので期待していただきたいですね。本日はありがとうございました。 
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HIROKO さんの歌に聞

き惚れているお二人 

＜ニコニコＢＯＸ＞      滝沢文夫ＳＡＡ 

友野政彦君～お蔭様で楽しい旅行が出来ました･

写真ありがとう。吉永章子君～宮崎さん彩の国ロ

ードサポートありがとう・親睦委員会皆様ご苦労

様でした。岩崎茂君～親睦旅行参加できず残念で

した。忽滑谷明君～研修旅行では家内共々お世話

になりました･加藤さん写真ありがとう。齋藤金

作君、大野賢次君、粕谷康彦君、細淵克則君、関

根靖郎君、摂田順一君、吉沢誠十君、西山祐三君、

滝沢文夫君、晝間和弘君、木下登君、豊田義継君、

馬路宏樹君～加藤さん忽滑谷さん写真ありがと

う。加藤国夫君～忽滑谷さん写真ありがとう。 

本日\46,000   累計\307,000 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出席報告＞         木下登出席委員長 

会員数 出席数 出席率 前回修正率

39 名 28 名 73.6％ 65.7％ 

事前欠席連絡 10 名 

■回覧、配布物   

① ロータリーの友 10 月号 

② ガバナー月信 2012-13 年度 13 号 

③ 2012 年度米山記念奨学会事業報告書 

④ 武蔵野音楽大学コンサートカレンダー 

⑤ 派遣学生 8月 月次報告書 

⑥ 10/10 入間南 RC 合同例会出欠表 

⑦ 10/26,27 万燈まつり出欠表 

⑧ 10/31 万燈まつり慰労夜間例会出欠表 

⑨ 第 3回来日学生オリエンテーション公開案内 

⑩ 平成 24 年度フレッシュ高校生社会体験活動 

⑪ 米山記念奨学事業豆辞典 2013-14 年度版 

⑫ 他クラブ週報＆例会変更のお知らせ 

⑬ 週報 9号・11,12 合併号 
 

 

 

 

 

 
 

≪ビジター・ゲスト≫ 

米山記念奨学生 スヘバートル･ジャウフラント様 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆会場：まるひろ 

さくら草ホール

☆点鐘：午後６時３０分

第１４号 ２７８２回例会 ２０１３年１０月１０日(木) 

晝間和弘会員･新井格会員･長谷川裕子様 
大締め 

乾杯！ 

■回覧、配布物   

①ガバナー月信 Vol.４ 

②10/26,27 万燈まつり出欠表 

③10/31 万燈まつり慰労夜間例会出欠表

④地区大会のご案内＆地区大会出欠表 

⑤11/9 平成 25 年度福祉映画会ご案内 

⑥他クラブ週報＆例会変更のお知らせ 

手に手つないで 

会報委員会（関谷・平岡・忽滑谷）


